
別紙１：関西電力の効率化額を原資とした電気料金負担軽減措置（2015年度経営効率化見通し）と実績
単位：億円

費目 目標額 深堀額 計 想定した取組 効率化実績
・役員及び顧問報酬のさらなる削減（1+α）
・基準賃金の約5％の減額や賞与の支給見送りにより年収を627万円まで削減（354）
・採用抑制等による人員削減、要員効率化（40）
・委託検診費の手数料引き下げ（13）
・退職給与金、厚生費の効率化（74）
・姫路第二発電所のコンバインドサイクル化による燃料費の削減（582）
・市況緩和時の国際入札の実施等、当該認可単価水準の実現に向けた取組み（200）
・卸電力取引所からの安価な電力の購入の積極的な実施による購入電力料の削減（256）
・競争発注比率のさらなる拡大（15％→30％超）等による調達価格の削減（91）
・設計や仕様の見直しといったこれまでの取組みをさらに加速（36）

・競争発注比率のさらなる拡大（15％→30％超）等による調達価格の削減（421）
・設計や仕様の見直しといったこれまでの取組みをさらに加速
・一般競争入札の実施によるスマートメーターの価格低減（146）
・機器点検手法の変更や工法の見直し（42）
・競争発注比率のさらなる拡大（15％→30％超）等による調達価格の削減（153）
・広告宣伝費のさらなる削減（175）
・社員研修などの見直しによる養成費の削減等（144）
・研究費や諸費のさらなる削減（90）

小計 2,355 478 2,833
資産売却等 200 200 ・電気事業ならびに当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの成長に資することが見込まれない資産を積極的に売却
合計 2,355 678 3,033
出所：関西電力ＨＰ「電気料金の値上げについて（認可時）」11
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別紙２：関西電力の再値上げ認可原価と実績の比較表
単位：億円 前提諸元

費用科目 費用明細 再値上げ認可原価 2015年度実績 実績-認可 認可時 2015実績
燃料費 火力　石油系 10,435 1,749 ▲ 8,686 販売電力量（億kwｈ） 1457 1275

火力　ガス系 4,316 4,906 590 原子力利用率（％） 6.6 1.0
火力　石炭系 5,648 440 ▲ 5,208 原油価格（＄/㌭） 105.9 48.7

原子力 472 8 ▲ 464 為替レート（円/＄） 78.9 120
燃料費小計 10,477 7,103 ▲ 3,374

購入電力料 地帯間購入電力料 161 372 211
他社購入電力料 4,890 4,564 ▲ 326

購入電力料計 5,052 4,936 ▲ 116
販売電力料 地帯間販売電力料 6 135 129

他社販売電力料 312 261 ▲ 51
販売電力料計 319 396 77

購入・販売電力料差引 4,733 4,540 ▲ 193

原子力ﾊﾞｯｸｴﾝﾄﾞ費用使用済燃料再処理等発電費 37 43 6
特定放射性廃棄物処分費 2 2 0

原子力ﾊﾞｯｸｴﾝﾄﾞ費用小計 39 44 5

事業税 事業税 324 294 ▲ 30

合計 15,573 11,981 ▲ 3,592
再値上げ認可原価：関西電力ＨＰ「電気料金の値上げについて（認可時）」5、6
2015年度実績：関西消費者団体連絡懇談会の質問に対する関西電力の回答より抜粋
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